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§１．研究成果の概要 

 

一般に広く IoT を普及させるためには、充電や電池交換の手間を無くし、メンテナンスフリー化す

ることが急務である。本研究では、Wi-Fi などの電波を利用して人・物の存在や動きを認識するワイ

ヤレスセンシングに注目している。ワイヤレスセンシングでは、複数の対象が存在する場合に、それ

らの区別が困難であったり、環境変化の影響を受けやすく、適用可能な状況が限定的という課題

が存在する。そこで本研究では、メンテナンスフリーなタグを設計開発し、人や物に付与することで、

ワイヤレスセンシングの適用可能な環境を拡張するとともに、実現可能なアプリケーションの拡充を

目指している。 

2 年目となる 2020 年度は、初年度に基本概念を考案した周波数シフトタグの開発を進め、プロト

タイプ実装と実環境での実証実験に成功した。周波数シフトタグはマイクロワットレベルの超低消

費電力での動作が可能であり、環境発電が可能な環境であれば、永続的な動作が見込める。開

発した周波数シフトタグの応用例として、モーションスイッチに連動した扉の開閉や椅子への着座

などのコンテキスト推定が可能なことを確認した。実環境での適用時に課題となる項目について性

能評価を行った結果、周波数シフトタグのセンシング可能な範囲は送受信機から 3m 程度であり、

人体遮蔽による影響は送受信機のごく近辺と限定的なことが分かった。また、タグ側での電力消費

が一切無いバッテリフリータグの実現に向け、Wi-Fi イメージングと呼ばれる技術の応用をシミュレ

ーションにより検討した。Wi-Fi イメージングにより、受信アンテナアレイを用いた電波の到来方向

推定の原理に基づき、対象環境における反射波の電波強度マップが構築できることを確認した。

以上の成果は国内研究会や国際会議、国際論文誌等で発表を行っている。 
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